
令和５年 ４月 定例教育委員会 

 

                     日時 令和５年４月２６日(水)13:30～ 

                     場所 鳥取市役所本庁舎６階 第４会議室 

 

次  第 

 

○ 行事報告及び行事予定について                     〔教育総務課〕P.1 

 

【審議事項】 

（１）議案第６号 気高地域の小学校の新設統合の基本方針の策定について    〔教育総務課〕P.3 

                                     

 

【説明・協議事項】 

（１）学校計画訪問実施計画について                    〔学校教育課〕P.6 

（２）教育振興基本計画における指標・目標値の実績について             〔各課〕P.9 

 

 

【報告事項】   

（１）令和５年第１回市議会臨時会の報告について 〔学校教育課・学校保健給食課・教育総務課〕P.11 

（２）新成人応援プロジェクトモザイクアートお披露目会について   〔生涯学習・スポーツ課〕P.20 

（３）ジャマイカとのホストオリパラ交流に係る覚書署名式の実施について 

〔生涯学習・スポーツ課〕当日配布 

（４）所管施設（仁風閣・青谷上寺地遺跡展示館）の閉館等の予定について     〔文化財課〕P.21 

（５）文化財調査報告書の刊行について                     〔文化財課〕P.23 

（６）天然記念物コウノトリの営巣・産卵・孵化について             〔文化財課〕P.25 

（７）史跡鳥取城跡 渡櫓門の安全祈願祭の実施について             〔文化財課〕P.27 

（８）学校・児童クラブ等における新型コロナウイルス感染症の対応について 〔学校教育課〕 

  

【その他】 

（１）次期定例教育委員会の開催について 

［ 5 月］令和５年５月３０日（火）15：30～鳥取市役所本庁舎６階 第４会議室 

［ 6 月］令和５年６月２９日（木）15：30～鳥取市役所本庁舎６階 第４会議室 

 



３月 28 (火)

29 (水)

30 (木)

31 (金) 教育委員会事務局辞令交付式 本庁舎５階第２会議室

４月 1 (土) お花見ウォークIn旧美歎水源地2023（～4/9（日）） 旧美歎水源地水道施設

2 (日)

3 (月) 教育委員会事務局辞令交付式 本庁舎７階第２委員会室

公民館長辞令交付式 本庁舎６階第２～５会議室

4 (火)

5 (水) みんなで楽しむ音読教室 中央図書館

6 (木)

7 (金) 小・中・義務教育学校始業式

8 (土) 映画「るろうに剣心」ロケ風景・ミニパネル展（～4/23（日）） 仁風閣

9 (日)

10 (月) 小・中・義務教育学校入学式

11 (火)

12 (水)

13 (木)

14 (金) 鳥取市教育行政懇談会 白兎会館

15 (土)

16 (日) 郷土映画上映会+荒尾極（脚本・演出家）さんによるトーク 中央図書館

17 (月) 鳥取県市町村教育委員会研究協議会 白兎会館

令和５年度第１回県・市町村（学校組合）教育行政連絡協議会 白兎会館

18 (火)

19 (水)

20 (木) 児童生徒相談員研修① 鳥取市総合教育センター

令和５年度第１回市議会臨時会

21 (金)

22 (土) 企画展「四季を楽しむ～有線七宝橋詰峯子作品展～」（～5/28（日）） 鳥取市歴史博物館

展覧会「水と創造～福田典高の画業70年～」（～6/4（日）） 因幡万葉歴史館

企画展「鳥取市あおや郷土館開館30年記念柴山抱海展」（～5/21
（日））

あおや郷土館

企画展関連事業「柴山抱海ギャラリートーク」 あおや郷土館

23 (日)

24 (月) 用瀬町郷土史講座 用瀬町民会館中会議室

25 (火) 初任者研修①・新規採用養護教諭研修① 鳥取市総合教育センター

26 (水) ４月定例教育委員会 本庁舎６階第４会議室

４月 27 (木) 期間展示「第２９回星景写真コンテスト入賞作品展（～6月18日） さじアストロパーク

28 (金) プラネタリウム春番組「宇宙の疑問にズバリお答え」（～6月18日） さじアストロパーク

② 行事予定（４月２７日～５月３０日）

① 行事報告（３月２８日～４月２６日）
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29 (土) やってみよう！でーweek（～5/７日） 学校教育課

やまびこ館クイズラリー（～5/7(日)） 鳥取市歴史博物館

体験講座「まが玉づくり」（～5/7（日）） 因幡万葉歴史館

「まんれき！クイズラリー」（～5/7（日）） 因幡万葉歴史館

竹内ロウ水彩画展～鳥取を描く～（～5/28（日）） 仁風閣

山陰海岸ジオパーク　クイズラリー（～5/7（日）） あおや郷土館

削って染めて☆オリジナル勾玉をつくろう！ 青谷上寺地遺跡展示館

あおやかみじちシルエットクイズ（～5/7（日）） 青谷上寺地遺跡展示館

30 (日) おうちだにワークショップ「和本づくり」 鳥取市歴史博物館

５月 1 (月) 体験的学習活動等休業日【やってみよう！でー（day）】（～２日） 学校教育課

1日図書館員（図書館司書体験） 中央図書館

2 (火) 親子で楽しむ星の講座（14時15分～15時30分） さじアストロパーク

3 (水) 1日図書館員（図書館司書体験） 中央図書館

宙（そら）の駅まつり（３日～７日） さじアストロパーク

4 (木) 太閤ヶ平に登ろう 鳥取市歴史博物館

5 (金)

6 (土)

7 (日) 見てみよう！歴史の現場 鳥取東照宮

8 (月)

9 (火) 情報化推進リーダー研修 各校でのＷｅｂ研修

10 (水) 河原町みたき大学開講式・講演会 河原町コミュニティセンター

河原町コミュニティセンター　サークル展（お花同好会）（～５/１４）河原町コミュニティセンター

11 (木) 河原町女性セミナー開講式・環境学習 リンピアいなば

やまびこ館発用瀬学 用瀬図書館

12 (金) 6年目研修①　中堅教諭等資質向上研修① 鳥取市人権交流プラザ

13 (土) ミュージアムコンサート 鳥取市歴史博物館

仁風閣宝隆院庭園と樹木観察講座 仁風閣

14 (日)

15 (月)

16 (火) 授業づくり研修① 各校でのＷｅｂ研修

17 (水)

18 (木) 校長研修① 各校でのＷｅｂ研修

19 (金)

20 (土)

21 (日) 第36回もちがせ流しびなマラニック大会 流しびなの館周辺

22 (月)

23 (火) 青谷町高齢者教室 青谷町総合支所

24 (水) 読み聞かせボランティア養成講座（全6回） 中央図書館

用瀬町郷土史講座（まち歩き） 用瀬地内

25 (木) 副校長・教頭研修① 各校でのＷｅｂ研修

26 (金)

27 (土)

28 (日) おうちだにアカデミー「鳥取砂丘出土の銃・砲弾」 鳥取市歴史博物館

29 (月)

30 (火) ５月定例教育委員会 本庁舎６階第４会議室

教育相談コーディネーター研修① 各校でのＷｅｂ研修
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議案第６号 

気高地域の小学校の新設統合の基本方針の策定について 

気高地域の小学校の新設統合について次のように基本方針を定める。 

 

  令和５年４月２６日提出 

                        鳥取市教育委員会 

教育長 尾 室 高 志    

 

気高地域の小学校の新設統合についての基本方針 

 

下記のとおり、基本方針を定める。 

 

 

記 

 

 

１ 宝木小学校、瑞穂小学校、浜村小学校及び逢坂小学校の 4校は、1つの学校と

して新設統合する。新設する学校の種類は小学校（以下「新設統合小学校」とい

う。）とする。 

２ 新設統合小学校の学校候補地を、JR浜村駅南側とする。 

 

提案理由 

 気高地域の新設統合小学校の基本方針を定めるためである。 
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議案第６号（補足資料） 

 

気高地域の小学校の新設統合について 

 

 

１、教育委員会の方針について 

（１）学校種について 

宝木小学校、瑞穂小学校、浜村小学校及び逢坂小学校の 4 校は、1 つの学校として新設統

合する。新設する学校の種類は小学校（以下「新設統合小学校」という。）とする。 

 

（２）学校の設置位置について 

新設統合小学校の学校候補地を、JR浜村駅南側とする。 

 

（３）上記（１）（２）の理由について  

①【地域の思い】  

学校の設置位置について、令和３年３月に設置し、学校関係者を中心に組織された気高地

域学校統合準備委員会、令和４年１１月に気高地域振興会議委員等を中心に組織された関係

者会議のいずれの会議においても、教育及びまちづくりの視点からも「JR浜村駅南側」に新

規用地を取得し新しい学校づくりを進めていただきたいという内容の報告書を地域の総意と

してまとめられました。 

また学校種について、気高地域学校統合準備委員会より「現段階では小学校のみの早期統

合を望むが、将来的には義務教育学校への移行も視野に入れた取組をお願いしたい。」との内

容の報告書が提出されました。それを受けて関係者会議でも、学校統合準備委員会での議論

を尊重し、将来的な義務教育学校への移行を視野に入れた検討がなされました。 

 

 

②【気高地域ならではのまちづくり】 

本市都市計画マスタープランや第１１次鳥取市総合計画では、地域の核となる駅や総合支

所周辺を「地域生活拠点」に位置付け、教育機能、集会機能等の都市機能の集約化を図り、

持続的で均衡ある発展を目指すことが計画されています。 

気高地域では JR 浜村駅や気高町総合支所周辺を中心としたエリアには気高町コミュニテ

ィセンター、ゆうゆう健康館けたか、気高町総合福祉センター、気高町農業者トレーニング

センターなど多様な公共施設が集まっており、まさに気高エリアの地域生活拠点と言えます。

こうした地域生活拠点の周辺に位置する JR浜村駅南側では、近年鳥取西道路の開通にともな

い道の駅や商業施設が進出し、人の流れや賑わいがこのエリアに集積し、今後さらに賑わい

が増すものと考えられています。 

JR 浜村駅南側での新たな学校づくりによって地域生活拠点の更なる機能の充実・強化を図

ることで、気高地域の個性を活かした「教育・文化のまちづくり」を推進し、創造的で魅力

ある地域の発展を目指します。 

 

４月定例教育委員会 資料 
令和５年４月２６日 

担当課 教育総務課 
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③【借地の解消】  

浜村小学校の借地（12,817 ㎡）の解消につながり、生涯経費の圧縮を行います。 

 

 

④【交通アクセス】  

気高地域の４つの小学校統合にともない校区が広がるため、交通アクセスは重要となりま

す。浜村小学校周辺は、スクールバスや路線バスなどの乗り入れのため、今後、道路拡幅等

が必要ですが、学校敷地が民地に囲まれているため用地取得等困難が予想されます。 

 一方、浜村駅南側の候補地は、JR浜村駅、総合支所、道の駅及び鳥取西道路のインターチ

ェンジからもアクセスしやすく、児童の登下校の利便性の向上はもとより地域住民や保護者

等が訪れやすい場所に位置しています。また、気高町内の公共交通の要に近い立地を生かし、

生活交通の維持・確保に向けた新しい取り組み内容として、スクールバスの混乗化など地域

の公共交通サービスの向上にも資する取り組みとなることが期待されます。 

 

 

⑤【将来的な土地拡充】  

学校統合準備委員会で議論された、将来的な義務教育学校への移行も視野にいれると、よ

り広い敷地面積が必要となる可能性も考えられ、JR浜村駅南側は将来的な土地の確保につい

ても必要に応じて対応していけるものと考えられます。 

 

（４）これまでの経緯 

平成 29 年 
逢坂の教育を考える会より 「気高町内の小学校と新設統合を望む」旨の
要望書が提出される 

令和２年 
3 9 月 

宝木、瑞穂、浜村 各地区より 同様の要望書が出される 

令和２年 10 月 
第１４期校区審議会より以下の答申が出される 
「逢坂小学校、宝木小学校、瑞穂小学校、浜村小学校の４校は、気高地域

」 

令和２年 12 月 気高中学校区の小学校のあり方についての基本方針を決定する 

令和４年２月 気高地域学校統合準備委員会（前期）より検討結果及び要望が提出される 

令和４年４月 庁内検討会を設置し協議を開始する 

令和４年 12 月 
気高地域学校統合に関する関係者会議より 
「気高地域のまちづくりを見据えた統合新設校の設置場所等に関する意見
について」を教育委員会へ報告される 

令和５年４月 新設統合小学校についての基本方針決定 
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説明・協議事項（１） 

 

学校計画訪問実施計画 

 

１ 目的 

（１） 鳥取市立の学校を中学校区ごとに年次的に訪問し、各校や中学校区の実態や課題を把握す

るとともに指導や助言を行い、適切な学校運営や小中一貫教育を支援する。 

（２） 授業及び学級経営等への指導をとおして、教職員の資質（授業力・教師力）の向上を図る。 

 

２ 実施対象校 

（１）小学校＜８校＞ 

     大正小学校、東郷小学校、明治小学校、世紀小学校 

宝木小学校、瑞穂小学校、浜村小学校、逢坂小学校 

（２）中学校＜２校＞ 

     高草中学校、気高中学校 

 （３）義務教育学校＜１校＞ 

     福部未来学園 

                                     ＜計 １１校＞ 

 

３ 実施時期（６月下旬～１１月上旬） 

※日程は後日調整                                                                                                                       

 

４ 訪問者 

   教育委員、学校教育課、総合教育センター 

（５名程度 ※学校規模により変更）  

 

５ 実施までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 実施に係る留意点 

 ○実施対象校事前説明会は、オンデマンド形式で実施する。 

○学校長は、訪問 1週間前までに次のものを市教委に提出する。 

①学校計画訪問に係る事前資料（Ａ４版１～２枚） 

②指導案綴り（日程表・校舎図・道徳資料添付） ※指導案はＡ４版１枚の略案 

 ③研究推進の概要がわかる資料 

  

４月定例教育委員会 

年月日 令和５年４月２６日 

担当課 学校教育課 

４月２１日（金） 

実施対象校 

実施要項送付 

４月下旬 

オンデマンドによる

説明動画の配信 

６月下旬～１１月上旬 

学校計画訪問実施 

６月～３月 

必要に応じて事後訪問及び要請訪問 

５月中旬 

実施日調整 
５月、６月 

中学校区 

訪問説明会 

6

協
議
事
項



〇公開する授業は、教員の指導場面が見られる授業とする。 

〇特別の教科 道徳、学級活動（１）の授業は、必ず１授業以上入れる。 

○訪問当日の全体会は原則行わない。学校課題等について市教委の指導助言が必要な場合は、後日

校内研修の機会を設ける。 

○帳簿検収は、服務関係及び指導関係全般に係る帳簿を対象とする（電子データも含む）。 

検収には、訪問当日の朝（8：30～9：15）を充て、担当指導主事が複数で行う。 

※原則、後日の帳簿の再点検は実施しない。 

 

７ 基本的な当日の流れ 

 

※ ３限目開始時刻を基準として、その前の時間設定を行う。 

※ 管理職協議Ⅰについては、学校長及び訪問者を基本とするが、研究推進については、副校長、教

頭、研究主任等が説明してもよい。 

※ 管理職協議Ⅱ及びⅢについては、学校長、副校長、教頭、訪問者で行う。 

 

 

 

 

 

 

 

学校の時程 
公 開 授 業 数  

８コマ以下 ９～１６コマ １７コマ以上 

8：30～9：15 指導主事来校  帳簿点検 【４５分程度】 

9：35 教育委員・市教委代表者来校 

２限目 
管理職協議Ⅰ（学校経営の概要、学校課題、研究推進について） 

                       【４５分程度】 

３限目 授業公開① 授業公開① 授業公開① 

４限目 
管理職協議Ⅱ 

（訪問者からの助言等） 
授業公開② 授業公開② 

12：30～12：50  給食・休憩【２０分程度】 給食・休憩【２０分程度】 

昼休憩  管理職協議Ⅱ 

（訪問者からの助言等） 

※１４：００頃終了予定 

管理職協議Ⅱ 
・教育委員からの助言 
・午前中の授業の返し 

５限目  授業公開③ 

６限目   

管理職協議Ⅲ 

（訪問者からの助言等） 

※１５：３０頃終了予定 
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第２期（R3-R7）教育振興基本計画　指標・目標値の実績表

No 指標名 指標の説明 担当課 実績値
実績
（R3）

実績
（R4）

目標値
（R7）

進捗度

1
夢や目標をもっている児
童生徒の割合

全国学力・学習状況調査で、「将来の夢や目標を持ってい
ますか」の質問に、「あてはまる」「どちらかと言えばあては
まる」と回答をする児童生徒の割合

学校教育課
小学校８１．６％
中学校７１．２％

（R元）

小学校７７．４%
中学校６５．９%

小学校８１．４%
中学校６５．９%

小学校９０％
中学校７６％ B

2
教科の勉強が好きな児
童生徒の割合

全国学力・学習状況調査で、「教科の勉強は好きですか」
の質問に、「あてはまる」「どちらかと言えばあてはまる」と
回答をする児童生徒の割合

学校教育課

小学校
　国語６４．６％
　算数６１．４％

中学校
　国語６４．５％
　数学５１．３％

（R元）

小学校
　国語５７．７％
　算数６５．７％

中学校
　国語５７．２％
　数学５３．７％

小学校
　国語６３．２％
　算数６２．４％
　理科８１．１％

中学校
　国語６１．２％
　数学５５．８％
　理科７３．７％

各教科
５％向上 B

3
人の役に立つ人間にな
りたいと思う児童生徒の
割合

全国学力・学習状況調査で、「人の役に立つ人間になりた
いと思うか」の質問に、「あてはまる」と回答をする児童生
徒の割合

学校教育課
小学校７５．０％
中学校７５．３％

（R元）

小学校６９．７％
中学校７８．３％

小学校７３．６％
中学校７８．１％

80% B

4
学校が楽しいと思う児童
生徒の割合

鳥取市共通６項目アンケートで、「学校が楽しい」の質問
に、「あてはまる」「どちらかと言えばあてはまる」と回答を
する児童生徒の割合

学校教育課
小学校８８％
中学校８８％

（R元）

小学校89.5%
中学校87.5%

小学校89.5%
中学校89.7%

小学校９４％
中学校９３％ B

5

不登校児童生徒が学校
以外の地域人材や関係
諸機関等の支援につな
がっている割合

不登校児童生徒数に占める教職員以外の支援につな
がっている児童生徒の割合

学校教育課
７８．５％
（R元）

83.4% 85.8% 83.5% A

6
個別の教育支援計画の
作成割合

通常の学級において作成が必要だと思われる児童生徒
の個別の教育支援計画の作成割合

学校教育課

小学校９５％
中学校９４％

義務教育学校６
７％

（R元）

小学校94.3％、
中学校83.1％、
義務教育学校

100％

小学校97.8%
中学校90％

義務教育学校75％
100% B

7
日本語指導のための個
別の指導計画の作成割
合

日本語指導の必要な児童生徒における個別の指導計画
の作成割合

学校教育課 １３%（R元） 100% 100% 100% A

8
学校施設のトイレ（大便
器）洋式化率

大便器数のうち洋式化割合が５割以上の学校数 教育総務課
２２校（R元）

３０校 ３８校 全校 B

9
地域で学校のあり方を
考える検討組織の設置
数

市内全小学校３９校区・義務教育学校４校区を対象とする
検討組織を立ち上げた学校数

校区審議室 ６校（R元） ０校 11校 全校 B

10
教職員の時間外勤務の
縮減

１人あたりの時間外勤務における月平均時間（県教委調
査平均）

学校教育課
４７．４時間

(小・中・義務教育
学校平均)（R元）

４０時間 ３７．８時間 ３０時間 B

11
ストレスチェックの受検
率

教職員対象のストレスチェックに回答した者の割合 学校保健給食課 ７５．９%（R２） 77.70% 75.60% 100% C

12

児童生徒の安全の確保
を図るため、家庭や地域
の関係機関・団体との間
で連携を図っている学校
の割合

学校安全の推進に関する計画に係る取組状況調査で、
「どのような防災訓練等を実施したか」の質問に、「引き渡
し訓練」を選択した学校の割合

学校教育課 ８４．５％（Ｈ30） 100% 100% 100% A

13
通学路合同安全点検実
施箇所の対策実施済み
進捗率

通学路合同安全点検を実施し、対策が必要となった箇所
のうち、対策が実施済みとなった箇所の割合

学校保健給食課 ９１．９％（R２） 93.2% 93.8% 93% B

14 放課後児童支援員の数 有資格者である放課後児童支援員の割合 学校教育課
職員数に占める割

合
５２．０％

48.4% 45.0%
職員数に占める割合

５７．０％ C

15
生涯学習講座の参加者
の満足度

当該年度実施の生涯学習講座参加者アンケートで、受講
内容に対する満足度を中程度より高いと回答した参加者
の割合

生涯学習・ス
ポーツ課

８３%（R元） 89% 92% 90% A

16
地区公民館事業の取組
評価

当該年度実施の地区公民館事業自己評価において、中
程度より高いと回答した事業の割合

生涯学習・ス
ポーツ課

－ 100% 100% 100% A

17
自分にはよいところがあ
ると思う児童生徒の割合

全国学力・学習状況調査で、「自分にはよいところがある
と思うか」の質問に、「あてはまる」「どちらかと言えばあて
はまる」と回答をする児童生徒の割合

学校教育課
小学校８０．５％
中学校７５．５％

（R元）

小学校７５．６％
中学校７５．３％

小学校７８．５％
中学校７６．６％

小学校８６．０％
中学校８０．０％ B

18
地区公民館への専門職
員の配置割合

社会教育士または社会教育主事任用資格を持つ者が配
置された地区公民館の割合

生涯学習・ス
ポーツ課

１２%（R元） 13% 13% 40% C

19
地域学校協働本部の設
置数

地域学校協働本部を設置した当該年度末の小・義務教育
学校区数

生涯学習・ス
ポーツ課

１校区（R元） １校区 ５校区 ４３校区 B

20
地域や社会の事柄に関
心をもつ児童生徒の割
合

全国学力・学習状況調査で、「地域や社会を良くするため
に何をすべきか考えることがある」の質問に、「あてはま
る」「どちらかと言えばあてはまる」と回答した児童生徒の
割合

学校教育課
小学校４６．４％
中学校４２．０％

（R元）

小学校５０．８％
中学校４５．８％

小学校５１．３％
中学校４２．９％

小学校６０％
中学校４５％ B

21
文化財保護事業の実施
件数

指定・未指定を問わず調査研究・保存活用事業の実施件
数

文化財課 ６５件（R元） ６２件 75件 ７５件 B

22
学校等を対象とする歴
史に親しむ機会開催数

子ども考古学教室、出前講座等の実施回数 文化財課 ５５回（R元） ５３回 59回 ６０回 B

23
主な文化財関連施設へ
の入込数及び文化財へ
の来訪者・見学者数

鳥取市歴史博物館等の入館者数、指定文化財等の見学
者・利用者数の合計値

文化財課
１４０，９３７人（R

元）
９３，３５６人 109,739人 １４６，０００人 C

24
市民１人あたりの図書貸
出冊数

市民が年間に貸出利用をする１人あたりの冊数 中央図書館 ４．７冊（R元） ４．２冊 ３．９冊 ５．２冊 C
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No 指標名 指標の説明 担当課 実績値
実績
（R3）

実績
（R4）

目標値
（R7）

進捗度

25
郷土をテーマにした展示
の開催数

郷土をテーマにした展示の年間開催数 中央図書館 ３４回（R元） ２６回 ４４回 ４５回 B

26
市民ギャラリー・地域情
報・地元企業応援コー
ナーの貸出回数

ギャラリー等の他機関や団体への年間貸出回数 中央図書館 ４１回（R元） ５７回 ４２回 ７５回 C

27
１５歳以下の市民１人あ
たりの図書貸出冊数

１５歳以下の市民が年間に貸出利用する１人あたりの冊
数

中央図書館 ５．６冊（R元） ４．７冊 ４．２冊 ６．１冊 C

28 学校給食の完食率 提供された学校給食を児童生徒が食べた量の割合 学校保健給食課 ９２％（R元） 92% 94% 95% B

29
食物アレルギー対応研
修の受講率

給食主任等給食関係者の研修受講率 学校保健給食課 ９８％（H30） 94% 実施なし 100% －

30
要治療者（歯科）の受診
率

歯科定期健康診断により要治療とされた児童生徒のうち、
歯科を受診し、治療が完了した者の割合

学校保健給食課 ４８．４％（R元） ５０．８％（R２） 38.60% 60% C

31
市民体育祭の延べ参加
地区数

市民体育祭の延べ参加地区数
生涯学習・ス
ポーツ課

延べ４５２地区
（R元）

１４１校区 221地区 延べ５００地区 B

32
こころのプロジェクト「夢
の教室」実施校数

功績を残したアスリートを招いた出前授業（小学校5年生、
中学校2年生対象）の当該年度の実施校数

生涯学習・ス
ポーツ課

１４校（R元） １４校 １１校 ２０校 C

33
週に1回、何らかの運動・
スポーツをしている人の
割合

週1回以上、スポーツに取り組んでいる人の割合
生涯学習・ス
ポーツ課

－ 94.6% 93.9% 60% A

34
スポーツ関連イベントに
参加した方の満足度

イベントで実施したアンケートの「満足」「やや満足」を回答
した者の割合

生涯学習・ス
ポーツ課

－ 43.7% 45.4% 80% C

35
学校体育館等の延べス
ポーツ利用者数

学校開放による小中学校体育館等の当該年度の延べ一
般利用者数

生涯学習・ス
ポーツ課

延べ３４４，８０４人
（R元）

300,000人 442,434人 延べ３５０，０００人 A

評価 項目数

A 7 項目

B 17 項目

C 10 項目

進捗度合い

完了

概ね順調

向上していない
または、遅れぎみ

10



 

報告事項（１） 

 

 

 

令和５年第１回市議会臨時会の附議案等（報告）について 

 

４月２０日開催の令和５年第１回市議会臨時会において、以下の内容につい

て報告しました。 

 

記 

 

報告第３号 放棄した債権の報告について 【教育委員会所管の部分】 

              （学校教育課、学校保健給食課） 

報告第４号 専決処分事項の報告について         （教育総務課） 

 

 

 

月定例教育委員会 資料 

令和５年４月２６日（水） 

担当課 各課 
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定例教育委員会資料 

令和５年４月２６日（水） 

担当課 
学校教育課 

学校保健給食課 

 

 

放棄した債権の報告について（報告） 

 

 学校給食費、指定補助教材費及び日本スポーツ振興センター災害共済掛金の債権放棄を行いました

ので、次のとおり報告します。本件については、4 月 20 日に開催された令和 5 年第１会市議会臨時

議会にて報告しています。 

 

１ 債権について 

債 権 名 学校給食費費 指定補助教材費 
日本スポーツ振興セン

ター災害共済掛金 

概 要 

 学校給食 に要す る

経費のうち、学校給食

法（昭和２９年法律第

１６０号）第１１条第

２ 項の規定 により 保

護 者が負担 すべき 学

校 給食に要 する経 費

そ の他市が 負担す る

経 費以外の 経費を 学

校 給食費と して徴 収

するもの。 

学校で使用する補助

教材に要する経費とし

て徴収するもの。 

学校等の管理下にお

ける児童生徒等の災害

（負傷、疾病、障害又は

死亡）に対して災害共済

給付を行う国、設置者

（市等）及び保護者の三

者で負担する互助共済

制度の保護者負担額を

徴収するもの。 

債 権 の 種 類 私 債 権 

時 効 期 間 ５年（令和２年３月３１日以前の債権は２年） 

法 令 根 拠 等 

鳥 取市学校 給食費 徴

収規則 

鳥取市立小学校、中学校

及び義務教育学校にお

ける補助教材費徴収規

則 

鳥取市独立行政法人日

本スポーツ振興センタ

ー共済掛金の徴収要領 

 

２ 債権放棄の内容 

  学校給食費、指定補助教材費及び日本スポーツ振興センター災害共済掛金の滞納金については、

督促状・催告書の発送などを行い、債権管理・回収に努めているところであるが、本件については、

破産法第２５３条第１項の規定による免責許可決定に基づき、鳥取市債権管理に関する条例第７条

第１項第４号の規定により債権放棄を、学校給食費及び日本スポーツ振興センター災害共済掛金は

令和５年３月２８日、指定補助教材費は令和５年３月２９日に行ったものである。 
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報告事項（２） 

新成人応援プロジェクトモザイクアートお披露目会について 

新成人を対象に、「あなたが伝えたい鳥取市の魅力」をテーマとし、次世代や故郷への思

い、人々への感謝、新成人になった思いを添えた画像を収集したモザイクアートの製作が完

了しお披露目会を実施しましたので報告します。 

新成人からは、画像とともに、「今まで出会ってきた人やこれから出会う人を大事にして

いきたい」、「夢の実現への努力を惜しまない」、「親がずっと支えてくれていたことを感じた

のでしっかりと自立したい」などのメッセージが寄せられました。 

 

1. 日 程  令和５年３月２５日（土）１４時００分 １４時２５分 

2. 会 場  鳥取駅コンコース セブンイレブン前 

3. モザイクアート概要 

①デ ザ イ ン：麒麟獅子と猩々 

②サ イ ズ：１８０㎝×９０㎝ 

③収集した写真：約４５０枚 

④使用した写真：約３,７００枚（重複あり） 

4. 展示期間：令和５年５月８日（月）まで（鳥取駅及び市役所本庁舎で展示予定） 

5. 記録写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定例教育委員会 資料 

年月日 令和５年４月２６日（水） 

担当課 生涯学習・スポーツ課 

20



 

報告事項（４） 

 

所管施設（仁風閣・青谷上寺地遺跡展示館）の閉館等の予定について 

 

 令和 5 年下半期に、文化財課所管の 2 施設（重要文化財仁風閣・青谷上寺地遺跡展示館）が閉館とな

りますので、状況を報告します。 

 

１．重要文化財仁風閣 

①閉館時期 令和 5 年 12 月末 

②閉館する理由 文化財修理工事のため 

③再開館時期 令和 10 年下半期（閉館期間約 5 年間） 

④備   考  

※再開館に際して展示のリニューアル、鳥取城跡大手登城路と合わせた施設管理条例

改正を検討する。 

※文化財建造物であるため、閉館後工事開始までの管理、所蔵資料を含む移転作業は

指定管理者である（公財）鳥取市文化財団（指名指定）により実施する。 

※重要資料は鳥取市歴史博物館収蔵庫で、その他の備品類は用瀬町郷土資料館収蔵庫

（旧用瀬図書館）で保管 

⑤閉館中の対応方針（検討中） 

 ※宝隆院庭園・宝扇庵については、工事期間中も管理・公開を実施する。 

※鳥取城跡の復元整備工事とあわせて、管理・ガイダンス・物販等、仁風閣の担ってい

る業務の一部を実施するための仮設施設の設置を検討している。 

※令和 7 年の大阪万国博覧会の時点では中ノ御門が完成している見込であり、擬宝珠

橋～中ノ御門～宝隆院庭園と展示公開の導線を設定して対応することが可能。 

 

２．青谷上寺地遺跡展示館 

 ①閉館時期 令和 5 年 11 月頃（青谷かみじち史跡公園のガイダンス施設の開館時期） 

②閉館する理由 本設施設である青谷かみじち史跡公園のガイダンス施設のオープンに伴い、

役割を終えるため。 

③閉館後の施設の活用予定 

 当面は青谷かみじち史跡公園の整備事業（～令和 10 年）、鳥取市西部地域の

文化財事業等に建物を活用（建物は仮設であるため、将来的には廃止） 

  

４月定例教育委員会資料 

年月日 令和５年４月 26 日 

担当課 文化財課 
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重要文化財仁風閣 

  上寺地遺跡展 館 

 

 

 

史跡公園 
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報告事項（５） 

 

文化財調査報告書の刊行について 

 

 平成 30 年度より国庫補助事業として実施している「因幡東照宮別当寺院 大雲院資料調査」につい

て、令和 5 年 3 月 31 日に最初の成果物として調査報告書【一】を刊行しましたので、概要を報告しま

す。 

 

１． 事業の名称  鳥取市文化財調査 大雲院資料調査 

２． 事業の期間 平成 30 年 4 月～令和 7 年 3 月（予定） 

３． 事業の目的 

 日光・久能山・上野及び徳川御三家の東照宮に次ぐ格式とされる因幡東照宮を管理していた別当

寺院・大雲院（現：鳥取市立川町）の資料を調査し、遺存状況と内容を把握する。それにより、歴

史遺産としての価値づけの根拠を把握し、今後の保存・活用の基礎作業とする。 

４． 事業の概要 

 古文書を中心とする歴史資料、東照宮より継承されている仏教美術品・典籍類について、専門家

による委員会を設置し、調査を実施する。 

５． 今回刊行した報告書について  

歴史資料（古文書）調査の成果をとりまとめ、目録編と解説編を付した。 

① 書名 因幡東照宮別当寺院大雲院資料調査報告書【一】 歴史資料 

② 発行部数 300 部 

③ 配布先 都道府県文化財担当部局・関連市町村・県内市町村・文化庁 

国会図書館・国立文化財機構 

その他必要な機関・協力者 

６．  今後の工程 

① 美術工芸品・典籍の調査は継続して実施 

② 令和 5 年度に報告書【二】、令和６年度に報告書【三】を刊行予定 

７． 課題等 

① 美術工芸品について、調査に対応できる専門家が県内に少なく、文化庁の支援を得て実

施している状況 

② 全国的にも東照宮別当寺院の資料群として最大規模であり、調査成果をもとに保存・活

用を検討していく必要がある（本調査終了まで、資料閲覧等原則不可としている）。 

③ 今回対象外とした末寺・霊光院の資料等が未調査であり、本調査終了後継続して調査し

ていく必要がある。 

  

４月定例教育委員会資料 

年月日 令和５年４月 26 日 

担当課 文化財課 
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大雲院資料の概要 

 因幡国の東照宮別当寺院の寺号は乾向山東隆寺といい、大雲院は文化十年以降現在まで続く定院室号

である。創建当初は「淳光院」と号し、寺院名としてはこれが用いられたが、住職の院号は代ごとに慈雲

院、唯識院、光雲院などと変化している。寺院名と住職の院号の双方が文化十年に統一されたようであ

る。本報告書では、基本的に東照宮別当寺院を「大雲院」、現在大雲院が所蔵する資料群を「大雲院資料」

と呼称するが、必要に応じて文化十年以前の寺院名を「淳光院」としている場合がある。寺院としては同

一のものである。 

 本資料群は、東照宮創設の準備段階として天海僧正存命中に創建された 寿院の時代から、明治維新

を経て神仏分離令による移転を経て末寺霊光院を併呑するまでの間に作成・収蔵された文書・絵画・仏

像・典籍、東照宮の祭礼具を含む美術工芸品で構成されている。これらの中には、東照宮・別当寺院の創

建当時より保存されてきたもの、東照宮・別当寺院の運営によって作成された聖俗双方にわたる文書・記

録類、数度にわたる江 時代の 災により消失し再興されたもの、歴代将軍の死去に際して順次製作さ

れたもの、何らかの理由で寄進されたものなど、多様な資料が含まれている。 

  

歴史資料 調査状況           美術資料 調査状況 

 

大雲院資料調査報告書【一】表紙 
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報告事項（６） 

 

気高町人工巣塔での特別天然記念物コウノトリの繁殖状況について 

 

１．これまでの経過 

① 令和元年 鳥取市気高町でコウノトリのペアが営巣し産卵。ヒナ 4 羽が孵化・巣立ち（鳥取

県では初）（令和元年５月４日孵化・令和元年６月１７日足環取付） 

親鳥個体番号 オス J0125（豊岡市戸島巣塔・2016.4/2 生・6/10 巣立） 

メス J0123（豊岡市赤石巣塔・2016.3/29 生・6/8 巣立） 

ヒナ個体番号 ①J０253（オス） ②J０254（メス） ③J０255（オス） ④J０256（オス） 

 ※ヒナ③（J0255）は令和２年１月 14 日に島根県松江市で死亡確認 

 

② 令和２年 鳥取市気高町日光に個人が人工巣塔を設置。昨年度と同じペアが営巣・産卵し、

ヒナ 3 羽が孵化・巣立ち（鳥取県 2 例目）（令和２年５月１８日孵化・６月２９日足環取付・７月中下

旬巣立ち） 

ヒナ個体番号 ①J0321（オス）②J0322（メス）・③J0323（メス） 

 

③ 令和３年 令和２年度設置の巣塔に同じ親ペアが営巣・産卵し、ヒナ２羽が孵化・巣立ち（鳥

取県３例目）（令和３年４月６日孵化・５月 19 日足環取付・６月中下旬巣立ち） 

ヒナ個体番号①J0353（メス）②J0354（メス） 

 

④ 令和４年 同じ人工巣塔に同じ親ペアが営巣・産卵し、ヒナ２羽が孵化・巣立ち（令和４年４月

１7 日孵化・5 月 27 日足環取付・７月初旬巣立ち） 

ヒナ個体番号①J0452（オス）②J0453（メス） 

２．現状 

令和５年も同じ人工巣塔に同じ親ペアが営巣しており、産卵行動をとっていた。 

令和 5 年 4 月 10 日頃に孵化していることが確認された（現在、２羽の個体数を確認）。 

３．今後の見込 

5 月下旬比に前年に倣って足環の取り付けを行う予定。高所作業車を準備し、コウノトリの郷公園

及び日本野鳥の会鳥取県支部に取り付けの指導・実施を依頼する。 

 

４月定例教育委員会資料 

年月日 令和５年４月２６日 

担当課 教育委員会文化財課 
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昨年度の実施状況 

 

【コウノトリ観察の際の注意事項】 

コウノトリは野生動物であるという前提のもと、一定の距離を保って観察してください。 

１）静かに見守りましょう。 

コウノトリを驚かせないように優しく静かに見守りましょう。コウノトリの観察・撮影等は、

コウノトリが遠ざかったり飛び立ったりしないように、150ｍ以上（自動車の中からでは 100ｍ

以上）離れて行いましょう。 

２）地域に迷惑をかけないようにしましょう。 

コウノトリは集落周辺の水田、草地、河川、水路などで餌をとり、巣塔や大木等に巣を作りま

す。観察する時は、無断で私有地や農地に立ち入らないようにしましょう。 

３）繁殖期間は、巣に近づかないようにしましょう。 

2 月から 7 月は、コウノトリの繁殖期です。この時期に人が近づくと、巣づくりや子育てに大

きな影響を与えますので、コウノトリの巣には近づかないようにしましょう。巣の近くを通る時

は、立ち止まらずに通り過ぎるようにしましょう。 

４）野生のコウノトリにエサを与えるのはやめましょう。 

餌を与えているところを見かけた場合は、やめるようにお願いしてください。 

５）コウノトリが電柱等に巣を作っている場合は、電柱を管理している管理会社等に連絡してくださ

い。 

コウノトリが感電死する恐れがあるほか、電気事故等の原因になります。 

 

●コウノトリ保護の啓発について  

 「＝コウノトリ飛来時の対応パンフレット＝あなたのまちにコウノトリが飛来したら、」 

http://www.stork.u-hyogo.ac.jp/in_situ/when_ows_flies/ を参考に、観察時の注意点などについて、

啓発にご協力をお願いします。  
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４月定例教育委員会資料 

年月日 令和５年４月 26 日 

担当課 文化財課 

史跡鳥取城跡 渡櫓門の安全祈願祭の実施について 

 

１．事業の概要 

現在、本市が復元整備を行っている国史跡鳥取城跡にて、以下の日時で「中ノ御門渡櫓門（なかのごも

んわたりやぐらもん）」の工事着手に伴う「安全祈願祭」を実施します。儀式は、古式にのっとり、江

戸時代に鳥取城のすべての宗教儀礼を取り仕切っていた大雲院が仏式にて行います。 

２．事業の目的 

中ノ御門渡櫓門の工事が、事故なく安全に行われ、良い建物となることを祈願する。 

３．主催者・共催者 

主催者：戸田建設株式会社（工事請負業者） 

４．日時 

令和５年４月２８日（金）１４：００～１５：００（一般参加不可） 

５．会場 

鳥取市東町２丁目地内 史跡鳥取城跡「中ノ御門渡櫓門」建設地 

６．日程・内容 

読経、焼香、発注者挨拶 ほか 

７．参加者 

主催者、来賓含め 30 人程度 

８．工事の概要 

復元建物名称：中ノ御門渡櫓門（なかのごもんわたりやぐらもん） 

総  工  事  費 ：約 4 億 2 千万円（※土塀を含む） 

工  事  期  間 ：令和 3 年 8 月 13 日～令和 7 年 3 月 17 日 

請  負  者  名 ：戸田建設株式会社 

建  物  規  模 ：木造 2 階建（高さ 9.2m、幅 10.4m、奥行 4.5m） 

９．今後の予定 

令和 5 年 5 月上旬 建方（立柱式：工事関係者のみ） 

        7 月上旬 棟上（上棟式：一般参加あり） 

令和 7 年 3 月下旬 竣工（竣工式：一般参加あり） 

※進捗状況により変更となる場合があります。 

10．備考 

今後、工事の様子を見学することができる「見学デッキ」を設置する予定です。 

（設置場所：擬宝珠橋を渡った先の枡形石垣内、見学時間：作業時間帯のみ） 

渡櫓門の特徴：1 階を門とし、2 階に櫓を備えた本格的な城郭建築。室内空間を持った城郭建築の復

元は本事業初。 
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報告事項（７）



 

 

CG 制作：戸田建設株式会社 
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